
































河 原 敏 男
酸化物高温超伝導体 YBCOの単結晶薄膜で､ゆらぎを測定した｡測定には､4端子法を使った｡
これは､試料の両端から直流電流を流し､その間で電圧をはかる測定法で､その電圧のゆらぎをスペ
クトルアナライザを利用してFFTを実行し､パワースペクトルにして観察した｡試料全体は､クラ
イオミニS型を使ったクライオスタットの中に入れ､40Kから120Kまで温度をコントロールして測
定した｡
試料は､反応性蒸着法で作った｡これは､イットリウム･バリウムを電子ビームでうって蒸発させ､
また鋼はヒーターで加熟して蒸発させて飛ばし､加熱した基板上に直接結晶を析出させる｡ 基板には
酸素をふきつけておく｡ さらに､基板を冷やすときにも酸素を吸収させる｡ この方法では､熱処理を
しなくても良いため､良質の単結晶薄膜を作ることができる｡
測定されたゆらぎは､正常状態と超伝導状態の転移点付近で底周波のノイズがみられ､正常状態で
は弱い1〟ノイズがみられた｡また､超伝導状態ではノイズは観測されなかった｡
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